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常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から

厚

生

委

員

会

総

務

委

員

会

第
91
号
議
案

府
中
市
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

第
108
号
議
案

令
和
２
年
度
府
中
市
競
走
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

第
92
号
議
案

府
中
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

第
96
号
議
案

府
中
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 建

設

環

境

委

員

会

文

教

委

員

会

基

地

等

跡

地

対

策

特

別

委

員

会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
都
調
布
飛
行
場
の

自
家
用
機
分
散
移
転
推
進
検
討
会
が
令
和
２
年
10
月
に
開

催
さ
れ
、
都
か
ら
大
島
空
港
の
格
納
庫
の
整
備
工
事
は
、

２
年
度
末
の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
都
の
多
摩

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
ま
ち
づ
く
り
検
討
支
援
モ
デ
ル
事

業
に
お
い
て
は
、
多
様
な
地
域
資
源
を
生
か
し
つ
つ
、
留

保
地
の
新
た
な
土
地
利
用
を
行
う
こ
と
で
、
本
市
及
び
多

摩
地
域
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創

出
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
航
空
自
衛
隊
府
中
基
地
に
つ
い
て
、
５
年
度
か

ら
宇
宙
状
況
把
握
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
す
る
た
め
、

３
年
度
に
は
宇
宙
領
域
に
お
け
る
指
揮
統
制
を
担
う
部
隊

を
新
編
す
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

　
新
庁
舎
建
設
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
「
お

も
や
」
の
建
設
工
事
を
令
和
３
年
５
月
か
ら
５
年
２
月
ま

で
の
予
定
と
し
、
「
お
も
や
」
へ
の
移
転
は
、
５
年
５
月

の
連
休
を
利
用
し
て
、
執
務
室
の
引
越
し
を
行
う
。
そ
の

後
、
既
存
庁
舎
の
解
体
工
事
後
の
敷
地
に
、
７
年
４
月
か

ら
８
年
11
月
ま
で
「
は
な
れ
」
の
建
設
工
事
を
予
定
し
て

お
り
、
９
年
１
月
か
ら
は
「
お
も
や
」
と
と
も
に
、
新
庁

舎
に
お
い
て
全
て
の
執
務
を
行
っ
て
い
く
。

　
施
工
者
選
定
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
、
市
新
庁
舎
建

設
施
工
者
選
定
委
員
会
で
施
工
者
が
選
定
さ
れ
た
場
合
は
、

３
年
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
工
事
請
負
契
約
議
案
の
上

程
に
向
け
て
、
手
続
き
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
次
期
実
施
校
で
あ
る
第
三
小
学
校
及
び
第
六
小
学
校
改

築
に
伴
う
基
本
構
想
に
つ
い
て
、
現
状
の
分
析
や
整
備
方

針
、
配
置
の
検
討
な
ど
の
全
５
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
整
備
方
針
の
中
で
は
、
目
指
す
べ
き
学
校
施
設
と
整
備

方
針
に
お
い
て
、
地
域
の
拠
点
や
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
の
整
備
に
関
し
て
、
基
本
的
な
考
え
方
等
を
示
し
て

い
る
。
配
置
の
検
討
で
は
、
４
つ
の
配
置
計
画
案
を
作
成

し
て
お
り
、
様
々
な
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
令
和
３

年
度
に
策
定
予
定
の
基
本
計
画
で
決
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
第
六
小
学
校
に
つ
い
て
、
放
課
後
子
ど
も
教
室

と
学
童
ク
ラ
ブ
の
位
置
関
係
に
お
い
て
、
敷
地
外
に
あ
る

学
童
ク
ラ
ブ
を
敷
地
内
に
再
整
備
す
る
こ
と
を
記
載
し
て

い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

公
契
約
関
係
競
売
入
札
妨
害
事
件
に
係
る

再

発

防

止

対

策

特

別

委

員

会

　
令
和
２
年
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
市
の
再
発
防
止

対
策
の
取
組
状
況
に
関
し
、
市
か
ら
職

員
が
入
札
談
合
等
関
与
行
為
の
排
除
及

び
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
違
反
し
た

容
疑
で
起
訴
さ
れ
た
事
件
を
受
け
、
再

発
防
止
に
係
る
行
政
課
題
の
抽
出
や
取

組
方
針
を
決
定
す
る
た
め
、
２
年
６
月

に
市
官
製
談
合
再
発
防
止
対
策
検
討
委

員
会
を
設
置
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
２
年
９
月
に
は
、
同
検
討
委

員
会
か
ら
官
製
談
合
再
発
防
止
対
策
に

係
る
行
政
課
題
及
び
取
組
方
針
が
報
告

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
長
は
直
ち
に
再

発
防
止
対
策
の
策
定
に
取
り
組
む
よ
う

行
政
管
理
部
長
へ
通
達
し
た
。

　
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
も
含
め
、
本

委
員
会
で
の
討
議
内
容
に
係
る
各
会
派

の
提
案
事
項
に
つ
い
て
、
議
員
間
討
議

を
行
っ
た
。
更
に
は
、
今
後
の
協
議
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
各
会
派
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、
改
め
て
次
回
の

委
員
会
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
２
年
11
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
か
ら
２

年
10
月
14
日
及
び
10
月
28
日
の
公
判
結

果
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

更
に
は
、
前
回
提
出
さ
れ
た
提
案
事
項

に
つ
い
て
、
議
員
間
討
議
を
行
っ
た
後
、

次
回
の
委
員
会
か
ら
条
例
・
規
則
等
の

制
定
に
向
け
て
、
具
体
的
な
協
議
を
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
２
年
12
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
か
ら
２

年
11
月
10
日
、
20
日
及
び
12
月
２
日
の

公
判
結
果
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行	

っ
た
後
、
今
後
の
条
例
等
の
制
定
に
向

け
て
、
他
市
の
条
例
等
の
関
連
資
料
等

を
基
に
、
質
疑
や
議
員
間
討
議
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
次
回
の
委
員
会
で
倫
理

条
例
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
協
議
を

進
め
る
こ
と
と
す
る
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
を
了
承
す
る
と
と
も
に
、
議

会
閉
会
中
に
お
け
る
継
続
審
査
と
し
た
。

一般質問・常任委員会・特別委員会

ご
案
内

西
村

陸

議
員（
公
明
）　
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

り
、
認
知
症
の
方
に
と
っ
て
は
、

日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
、
本
来
の

認
知
症
予
防
な
ど
を
十
分
に
行
う

こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
認
知
症
の
方
や
事
業
者
の

課
題
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
認
知
症
の
方
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
外
出
制
限
な

ど
に
よ
り
、
日
常
生
活
動
作
の
低

下
等
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

感
染
リ
ス
ク
を
更
に
軽
減
し
な
が

ら
、
い
か
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。

議
員
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用

は
、
福
祉
の
分
野
で
も
進
め
る
べ

き
と
思
う
。
そ
こ
で
、
認
知
症
予

防
等
も
含
め
、
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
す
る
必
要
性

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
有
効

な
手
段
の
一
つ
と
捉
え
て
お
り
、

今
後
、
様
々
な
場
面
で
の
活
用
を

検
討
し
て
い
く
。

　
こ
の
議
案
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、
市
立
学
童
ク
ラ
ブ
の
開
館
時
間
を
延

長
し
、
当
該
変
更
に
伴
う
育
成
料
の
見
直
し
を

行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
開
館
時
間
に
つ

い
て
、
授
業
が
あ
る
日
は
下
校
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で
に
延
長
す
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
市
直
営
の
学
童
ク
ラ
ブ

に
、
現
在
の
指
導
員
を
集
約
さ
せ
、
民
間
に
委

託
す
る
学
童
ク
ラ
ブ
と
一
斉
に
、
時
間
延
長
の

導
入
を
考
え
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
市
直
営
の
学
童
ク
ラ
ブ
と
民

間
に
委
託
す
る
学
童
ク
ラ
ブ
の
連
携
を
深
め
て
、

運
営
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
、

本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異

議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

　
本
補
正
予
算
は
、
収
益
的
収
入
と
し
て
39
億

３
３
９
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
８
３

６
億
９
７
２
２
万
９
０
０
０
円
と
す
る
、
ま
た
、

収
益
的
支
出
と
し
て
29
億
７
０
３
２
万
３
０
０

０
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
８
０
８
億
１
８

６
６
万
１
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
補
正
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

平
和
島
の
無
観
客
開
催
等
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
り
、
電
話
投
票
に
よ
る
勝
舟
投
票
券
発
売
金

な
ど
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
補
正
の
背
景
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
電
話
投
票
の

売
上
げ
が
、
前
年
度
比
で
約
54
％
の
増
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
当
初
予
算
を
大
幅
に
上
回
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
た
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異

議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
事
業
の
安
定
的
か
つ
健
全
な
運
営
及
び
法

定
外
一
般
会
計
繰
入
金
等
の
削
減
を
図
る
た
め
、

国
保
税
の
税
率
等
の
見
直
し
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
国
保
の
被
保
険

者
に
係
る
基
礎
課
税
分
の
被
保
険
者
均
等
割
額

に
つ
い
て
は
、
２
万
３
３
２
０
円
か
ら
２
万
３

７
２
０
円
に
改
め
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
国
保
税
の
改
定
額
に
つ

い
て
は
、
１
人
当
た
り
平
均
１
７
６
０
円
の
値

上
げ
と
な
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
低
所

得
者
が
多
い
加
入
者
に
対
し
、
国
保
税
を
引
き

上
げ
る
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
た

め
、
本
案
に
反
対
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多

数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
書

受
領
証
の
交
付
を
受
け
た
者
同
士
が
市
営
住
宅

に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
営
住
宅

の
入
居
資
格
等
の
見
直
し
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
事
実
婚
の
方
に
つ
い
て

は
、
未
届
け
の
夫
や
未
届
け
の
妻
が
記
載
さ
れ

た
住
民
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で

も
入
居
を
認
め
て
い
る
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
７
組
が
利

用
し
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
の
具
体
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
形
で
、

大
き
く
展
開
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
し
、

本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異

議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

高齢者のコミュニケーションツールとして
ＩＣＴ環境を整備する必要性について
市 　　　　の 　　　　考 　　　　え 　　　　は

コ ロ ナ 禍 の 状 況 で は
有 効 な 手 段 の 一 つと捉 えており
様々な場面での活用を検討していく

　
市
議
会
の
本
会
議
及
び
委
員

会
は
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

等
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。


